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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2014-149736(P2014-149736A)
【公開日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2013-18751(P2013-18751)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/048    ６５６Ａ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ４１９Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     １７０Ａ
   Ｇ０６Ｆ    3/14     ３６０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月27日(2016.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面に表示されている表示対象を、第１文書から別文書である第２文書へ遷移させ
る指示を受け付ける受付手段と、
　前記第２文書が前記第１文書と関連する文書かどうかを、前記第１文書に記述されてい
る情報に基づいて判定する関連判定手段と、
　前記受付手段が、前記関連判定手段が前記第１文書と関連すると判定された前記第２文
書への遷移指示を受け付けた場合に、前記表示画面に前記第１文書に適用されている表示
属性で、前記第２文書を、前記表示画面に表示する表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする、情報処理装置。
【請求項２】
　前記受付手段が、前記関連判定手段が前記第１文書と関連すると判定した前記第２文書
への遷移指示を受け付けた場合に、前記表示画面に前記第１文書に適用されている表示属
性を記録する引き継ぎ手段を更に備え、
　前記表示制御手段は、前記第２文書を、前記引き継ぎ手段が記録した表示属性で前記表
示画面に表示することを特徴とする、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記表示画面は、前記第１文書及び前記第２文書の表示サイズ及び位置を変更して表示
可能なものであり、
　前記第１文書に適応されている表示属性とは、当該第１文書の拡大率と、所定方向の移
動量の少なくとも一方であることを特徴とする、
　請求項１又は２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記受付手段は、前記第１文書に記述されている前記第２文書を示すリンクが指定され
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たことに応じて、前記第２文書へ遷移する指示を受け付け、
　前記関連判定手段は、前記第２文書を示すリンクに、前記第１文書と関連する文書であ
ることを表す情報が付属する場合に、前記第２文書と前記第１文書とが関連していると判
定することを特徴とする、
　請求項１乃至３のいずれか１項記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記関連判定手段は、前記受付手段で指示されたリンクの前記第２文書のＵＲＬと前記
第１文書のＵＲＬのうち、一方のＵＲＬが他方のＵＲＬの要部を含むときに、前記第２文
書と前記第１文書とが関連していると判定することを特徴とする、
　請求項２記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記関連判定手段は、前記第２文書のスタイルが、前記第１文書のスタイルと一致した
場合に、前記第２文書と前記第１文書とが関連していると判定することを特徴とする、
　請求項１乃至３のいずれか１項記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記関連判定手段は、文書のスタイルを定義するスタイルシートに関する記述に基づい
て、前記第２文書のスタイルと前記第１文書のスタイルとが一致しているか判定すること
を特徴とする、
　請求項１乃至３いずれか１項記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記第１文書と関連する前記第２文書との対応関係を登録する関連文書登録手段をさら
に有することを特徴とする、
　請求項１乃至３のいずれか１項記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記関連判定手段は、前記第１文書が前記関連文書登録手段に登録されていた場合に、
前記第２文書と前記第１文書とが関連していると判定することを特徴とする、
　請求項８記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　所定の表示画面に接続されたコンピュータを、
　前記表示画面に表示されている表示対象を、第１文書から別文書である第２文書へ遷移
させる指示を受け付ける受付手段、
　前記第２文書が前記第１文書と関連する文書かどうかを、前記第１文書に記述されてい
る情報に基づいて判定する関連判定手段、
　前記受付手段が、前記関連判定手段が前記第１文書と関連すると判定された前記第２文
書への遷移指示を受け付けた場合に、前記表示画面に前記第１文書に適用されている表示
属性で、前記第２文書を、前記表示画面に表示する表示制御手段、
　として機能させることを特徴とする、コンピュータプログラム。
【請求項１１】
　所定の表示画面に接続されたコンピュータが実行する方法であって、
　前記表示画面に表示されている表示対象を、第１文書から別文書である第２文書へ遷移
させる指示を受け付けたときに、前記第２文書が前記第１文書と関連する文書かどうかを
、前記第１文書に記述されている情報に基づいて判定し、関連する場合には、前記表示画
面に前記第１文書に適用されている表示属性で、前記第２文書を、前記表示画面に表示す
ることを特徴とする、文書の表示属性引き継ぎ方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
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　本発明は、上記目的を達成する情報処理装置を提供する。この情報処理装置は、表示画
面に表示されている表示対象を、第１文書から別文書である第２文書へ遷移させる指示を
受け付ける受付手段と、前記第２文書が前記第１文書と関連する文書かどうかを、前記第
１文書に記述されている情報に基づいて判定する関連判定手段と、前記受付手段が、前記
関連判定手段が前記第１文書と関連すると判定された前記第２文書への遷移指示を受け付
けた場合に、前記表示画面に前記第１文書に適用されている表示属性で、前記第２文書を
、前記表示画面に表示する表示制御手段と、を備えることを特徴とする。
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